
https://api.line.me/v2/bot/message/reply  
        broadcast     

push     

LINE 公式アカウントの 

「トーク」ルーム Talk サーバ Messageing サーバ 

Messaging API 
api.line.me 

Google Apps Script 

script.googleapis.com 
 

Webhook 

Line Developpers 
Line Developers 

・Messaging API 

https://developers.line.biz/ja/services/messaging-api/ 

LINE Business ID 登録、開発者アカウント登録 

Developer コンソール 

LINE Messaging API チャネル制作 

  新規チャネル作成：種類 Messaging API、プロバイダ名、チャネル名 

チャネル名と同名の LINE 公式アカウントが作成される 

 →チャネルアクセストークン(長期) 

Webhook：外部アドレス（GAS） 

LINE 公式アカウント：QR コード 

 

Web アプリ 

Post request  doPost(e) 
Get request   doGet(e) 

e.postData.contents 

 https://script.googleapis.com/  replyToken 

送信方法 

broadcast:ブロードバンド配信 

push:ID による個別配信 

reply:replyToken で個別返信 

コンテナバインド型 

スタンドアロン型 

トリガー追加 （定期的実行） 

LINE 

curl -v -X POST https://api.line.me/v2/bot/message/push 

¥ 

-H 'Content-Type: application/json' ¥ 

-H 'Authorization: Bearer {channel access token}' ¥ 
-H 'X-Line-Retry-Key: {UUID}' ¥ 

-d '{ 

    "to": "U4af4980629...", 

    "messages":[ 

{ "type":"text", 

             "text":"Hello, world1"}, 

         { "type":"text", 

            "text":"Hello, world2"} 

] 

}' 

1 対多 

1 送信で 

「吹き出し」 

messages は 

5 個まで 

LINE 

ビジネス ID 

公式アカウント 

Official Account Manager 

開発者 

Messaging API チャネル 

プロバイダー 

Messaging API  Webhook URL 

GAS→デプロイ→Web アプリ→アクセスできる：ユーザ全員 

GAS はデプロイするたびに新しい URL が生成される。 

URL を変更せずに更新するには，「デプロイ管理」の「アクティブ」の

中から古いバージョンのデプロイ（URL とリンクしている）を選択し

て，右上の編集ボタン（鉛筆アイコン）をクリック後，「バージョン」

欄を新バージョンにしてデプロイする。 

メッセージタイプ 

・テキスト 

・スタンプ 

・画像     など 

Channel 

Line 公式アカウントは企業が顧客にク

ーポン配布や情報発信をするためのも

ので、リッチメニューやセグメント配信な

ど機能が豊富 

LINE 公式アカウントと QR コードで

「友達」登録 

Default では友達同士は見えない。 


